
平成３１年２月８日（金）　１０時３０分～１２時００分

下関商工会館３階　研修室

議題１

　下関港港湾計画の改訂

議題２

　下関都市計画臨港地区の分区の変更

出席者（委員）

　○委員　２４名中出席２１名

議事概要

■議題１

〈異議なし〉

■議題２

〈異議なし〉

第２２回下関港地方港湾審議会

日　時

場　所

議　題



　下関港港湾計画の改訂（案）

　議題１





　輸移出入別取扱貨物量の見通し

〇下関港の取扱貨物量は、平成２１年にはリーマンショックにより300万トンまで減少したが、その後回
復し、近年は400万トン前後で推移している。
〇今後の見通しとしては、完成自動車について、アフリカ・北米における中古車需要増加に伴い、輸出
増加、ゴム製品について、ロシアにおいて建設鉱山車両用タイヤ（ばら積み輸送）の新規需要、他港か
らの中国・韓国向けの中・小型タイヤ（コンテナ輸送）の転換により輸出増加、バイオマス発電所の新
規立地により、バイオマス発電燃料貨物(木材チップ)の輸入増加を見込む。
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既定計画設定値 6,470

※関門海峡フェリー貨物量除く(H24廃止)
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前半



　コンテナ貨物量の見通し
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下関港外貿コンテナ取扱個数の見通し

輸出 輸入 合計

(TEU)

既定計画設定値

合計 150,000

既定計画設定値

輸入 93,000

既定計画設定値

輸出 57,000

2030年代

前半
※フェリー、RORO船のコンテナ貨物含む

〇現在、他港（北九州港・博多港）で取り扱われている貨物のうち、山口県内で生産・消費され、かつ
生産消費地でバンデバンを行うゴム製品（タイヤ）や家具装備品を下関港での転換貨物として見込む。
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クルーズ客船入港隻数の見通し(隻)
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前半
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旅客船利用者数の見通し

クルーズ客船利用者数 フェリー利用者数 合計

(万人)

2030年代

前半

　◯近年のクルーズ客船寄港隻数は増加傾向にあり、特に平成29年は57隻/年と、前年の3倍以上
　　に増加している。今後もクルーズ客船受入環境の整備に伴い、更なる寄港数増加を見込む。
　◯また、クルーズ客船寄港隻数の増加に伴い、旅客船利用者数も増加を見込む。
　◯フェリー利用者数については、平成26年以降増加傾向にあり、今後の見通しとしては、過去
　　最高(H22）の25万人程度を見込む。
　
　◆クルーズ客船：195隻(平成29年:57隻) 　◆旅客船等利用者数：138万人

　　・クルーズ客船利用者数：56万人
　　・フェリー利用者数：24万人
　　・定期旅客船：58万人



目標年次（2030年代前半）における取扱貨物量、船舶乗降客数等を次のように定める

既定計画
(H20代後半)

現在
(H28)

今回計画
(2030年代前半)

取扱貨物量

外貿 350万トン 222万トン 310万トン

（うちコンテナ） (190万トン） (102万トン) (100万トン)

内貿 710万トン 140万トン 150万トン

合計 1,060万トン 362万トン 460万トン

港湾利用者数 旅客施設利用者 80万人 76万人 140万人



地区別変更内容

○ 大型クルーズ船受入体制強化　⇒　大型クルーズ新規バースとして岸壁(-12)410mを新規計画
○ 未着手用地の見直し　　　　　⇒　海面処分用地として土砂受入先の確保
○ 国際物流拠点の活性化　　　　⇒　岸壁(-12)510m及び埠頭用地5.6haを新規計画
○ 大規模地震時における対応　　⇒　大規模地震対策として、岸壁(-12)510mのうち220mを幹線貨物輸送対応

既定計画 今回計画

【旅客埠頭計画】
岸壁　水深12m 1バース 410m

※オアシス対応

【廃棄物処理計画】
海面処分用地　50.4ha

【公共埠頭計画・大規模地震対策施設計
画(幹線貨物輸送用)】
岸壁　水深12m 2バース　510m

（幹線貨物輸送用岸壁　うち220m）

【土地利用計画】
埠頭用地　15.4ha
港湾関連用地　14.8ha
工業用地　15.2ha
交通機能用地　9.0ha
緑地　8.0ha

【水域施設計画】
航路・泊地（-13)　2.7ha
航路・泊地(-12)　2.2ha

泊地(-12)　0.9ha

【新港地区】

地域活力ＵＰ！

賑わい創出！

安全な暮らし！

元気な港！



【西山地区、荒田地区、福浦地区】

○ 未利用施設の有効活用(水面貯木場) ⇒　岸壁(-12)460m、埠頭用地、港湾関連用地、緑地を新規計画
○ 未利用施設の廃止　　　　　　 　　⇒　ドルフィン1バースを削除
○ ＣＯ2削減に向けた取り組み　　　　⇒　海浜120mを新規計画
○ 近隣港湾との連携強化　　　　　　 ⇒　将来構想として道路の構想計画

既定計画 今回計画

【公共埠頭計画】

ドルフィン　1バース　削除
【公共埠頭計画】
岸壁　水深12m 2バース460m
(うち240m既設)

【土地利用計画】
埠頭用地　4.9ha
港湾関連用地　3.9ha
緑地　0.9ha

【港湾環境施設計画】
海浜　120m

【その他】

将来構想道路

【その他】
物資補給等のための施設
岸壁　水深4.5ｍ　60m
岸壁　水深5.5m   90m
物揚場　水深4.0m　90m

地域活力ＵＰ！

賑わい創出！

安全な暮らし！

元気な港！



【本港地区、岬之町地区】

○ 埠頭内の非効率な荷役・輸送　⇒　新規岸壁(-7.5)230m、新規岸壁(-4.5)160m及び埠頭用地・港湾関連用地
                                   前出しによる物流機能の集約
○ 背後の狭隘なふ頭用地　　　　⇒　埋立てによる埠頭用地の確保
○ 大規模地震時における対応　　⇒　大規模地震対策として、岸壁(7.5～-10)500mのうち240mを緊急物資輸送、
　　　　　　　　　　　　　　　　　 岸壁(-7.5)230mを幹線貨物輸送対応
○ 交流拠点間における市民・観光客の回遊性向上　⇒　緑地0.4haによる遊歩道の確保

既定計画 今回計画

【土地利用計画】
埠頭用地　7.0ha
港湾関連用地　2.3ha
交流厚生用地　3.5ha
都市機能用地　0.9ha
交通機能用地　1.6ha
緑地　2.7ha

【公共埠頭計画】

岸壁　水深4.5m 
4バース 320m

【その他】
物資補給等のための施設
岸壁　水深10ｍ　750m
岸壁　水深7.5m　130m
岸壁　水深5.5m　440m
物揚場　水深3m　341m

地域活力ＵＰ！

賑わい創出！

安全な暮らし！

元気な港！

【公共埠頭計画・大規模地震対策施設
計画(緊急物資輸送用)】
岸壁　水深7.5m～10m 2バース 500m

（緊急物資輸送用岸壁　うち240m）

【公共埠頭計画・大規模地震対
策施設計画(幹線貨物輸送用)】
岸壁　水深7.5m 1バース 230m














